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論文内 容の要 1::. 日
弱毒生ポリオウイノレスワクチンは， Koprowski, Cox, Sabin らの研究によって漸く実用化をみるに
至った。しかしとれらワクチンに関しても尚研究改良すべき点が多く残されており，殊に人腸管通過






組織培養で増殖させた FL細胞を培養液に浮併させ，解化 7 日卵に作った人工気室の衆尿膜上にそ
の 0.5ml をピペットで滴下し，その上に組織培養継代のポリオウイノレス皿型 (Saukett 株)を 0.5
ml 接種した。 7 日間瞬卵した後開卵し，築尿)j莫及び尿液を採取乳剤とし， 3, 000 r.p.m 20分間遠心
しその上清 0.5 ml を同じ椋に FL 細胞と共に次代衆尿膜上に継代した。
2 猿腎組織培養及び鶏胎児組識培養の交互継代
1 の方法で 5 代継代したポリオウイルス圃型 Saukett 株を，猿腎組織培養と鶏胎児組織培養と
を交互に用い継代した口即ち，ウイノレスを接種した後，猿腎組織培養の場合は通常接種後 3-4 日自
に一定の細胞変性を示してから培養液を採集し次代継代に接種し，また鶏胎児組織培養では，接種後






過させたウイノレスと， Saukett 株ウイノレスについて， 猿の脳内接関により神経病原性を比較した結
果， Saukett 株では 2 匹何れも麻庫を認めたが， 6 同の交互継代によるウイノレスを接持;した猿 4 匹，
及びプラック純化株ウイノレスを接種した猿 3 匹は何れも麻障を認めず， 6 回の交互継代 lとより 1lfl経病
原性の明らかな低下を認めた。
4 11目度感受性試験 (T マーカー)
ポリオウイ jレスの強毒株は40 0 C においても容易に増殖するが，一方弱毒株は乙のような高温では
増殖が高度に抑制されることが知られている。そ乙で最初の Saukett 株及び本実験による継代ウイ
ルスについて，温度感受性試験を行なった。即ち猿腎組織培養を 2 群準備し，連続稀釈したウイノレス




最初の Saukett 株， Sabin 弱毒株，及び本実験で得られた純化株につき， 猿腎組織培養上におけ




1 )ポリオウイノレス E型 (Saukett 株)を，発育鶏卵東尿股上lこ感受性細胞の培養を併用する乙とに
より一定世代まで継代した。





弱奇生ポリオウイノレスワクチンは， Koprowski, Cox, Sabin らの研究によって実用化をみるに王
った。しかしこれらワクチンに関しでも，尚研究改良すべき点が残されており，殊に人腸符通過によ












もので，更に安定した E担弱毒生ポリオウイノレスワクチンの開発への 1 段階として意義あるものと考
えられる。
